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【サンケイビル】 S-GATEシリーズ 東北エリア第1弾 

「（仮称）仙台市青葉区一番町オフィス開発計画」 着工 

 

１． オフィスブランド「S-GATE」シリーズとして初めての東北エリア展開 

２． 仙台市地下鉄東西線「青葉通一番町」駅徒歩3分、JR「仙台」駅徒歩7分と、新幹線停車駅の 

徒歩圏内に立地 

３． オフィス街である南町通に面しており、商業・賑わいの中心である東一番町通との交差点にも 

近接した高い利便性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観、店舗前公開空地および屋外滞留空間（イメージ） 
 

当社子会社の株式会社サンケイビル（サンケイビル）は、宮城県仙台市青葉区にて計画中の「(仮称)仙台市 

青葉区一番町オフィス」の開発に着手した。本物件は、オフィス変革期の幅広い要望に応えるオフィスブランド

「S-GATE」シリーズとして開発予定であり、同シリーズでの東北エリア展開は初めてとなる。 

 

本計画は、仙台市地下鉄東西線「青葉通一番町」駅徒歩3分、JR「仙台」駅徒歩7分と、新幹線停車駅の 

徒歩圏内に立地。オフィス街である南町通に面しており、商業・賑わいの中心である東一番町通との交差点にも

近接した高い利便性を有する。今後も、サンケイビルは街や人に寄り添うオフィスづくりを積極的に進める。 

 

1. 青葉通・一番町エリア初、「せんだい都市再構築プロジェクト」施策を活用 

歩道状空地に面してベンチを配し、歩行者の安全を保ちながら、気軽に休憩できる空間に整備すると 

ともに、多種多様な緑を置き、心も身体も休まるリフレッシュスペースとする。日射しが強い日や小雨でも

利用出来るピロティも設け、オフィス利用者にとどまらず一般の方がコミュニケーションをとれる場所と

なる予定。加えて、一階店舗前面にも、公共スペースを一体的に整備することで、新たな賑わいや活力を

創出し、 都市環境の改善に繋がる計画。 

 

2. 総合設計制度の活用 

総合設計制度とは、個別の建築計画について、一定規模以上の敷地を有し、かつ、一定割合以上の空地 

（公開空地）を有する場合において、交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がなく、かつ、建築計画に 

ついて総合的な配慮がなされていることにより、特定行政庁が建築審査会の同意を得て、市街地の 

環境の整備改善に資すると認めて許可した場合について、容積率制限等の規定を緩和するもの。今般の

計画においては、仙台市の基準以上の高機能オフィスの整備や公開空地による道路上のにぎわいの 

創出が評価され、採用に至った。 

 

【プレスリリース】 

サンケイビル：オフィス関連 

 



 

 

 

3. S-GATEシリーズとしてデザイン・スペック・サービスを準用 

「S-GATE」シリーズは、企業経営者の想い、働く人の声、訪れる人の気持ちを考えて、「快適性」「安心・安全・

環境性」「BCP 対策」「ソフト面のテナントサービス」などを充実させたサンケイビルのミッドサイズオフィス 

ブランド。成長企業のニーズに応えられるよう、デザイン、スペック、サービス水準を統一化して開発・運営 

している。 

・基準階面積約212坪、1フロア4分割まで可能とし、小規模オフィスニーズにも対応 

・館銘板を兼ねる情報を配信する“デジタルサイネージ”をエントランスに設置 

・Wi-Fi完備で多様化する働き方に応える“入居者専用屋上テラス” 

・2回線受電、テナントも利用可能な非常用電源（別途有償工事）等のBCP対策 

 

詳しくは下記URLをご参照ください。 

https://www.sankeibldg.co.jp/news/files/250121_senndai.pdf 

https://www.sankeibldg.co.jp/news/files/250121_senndai.pdf

